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＜お知らせ＞ 当会計期間より事業の種類別セグメントの区分を変更しております

新旧の変更点を容易にするための対比表ですが、実際には「その他」の項目など若干の相違
点があることをご容赦ください。

食品事業食品事業（但し、外販部分を除く）

ホテル事業ホテル事業

機内食事業機内食事業

コントラクト事業

外食事業

外食事業

変更前変更後

≪一部抜粋≫
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頁
実績報告
＊ 平成23年12月期 第1四半期決算 連結業績 ３

セグメント別 売上高・経常利益
全体 ４
外食事業 ５
コントラクト事業 ６
機内食事業 ７
ホテル事業 ８

＊ 注意事項 ９

目目 次次

平成23年12月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成
23年３月11日に発生いたしました東日本大震災による影響を算定中であり、現時点では
合理的な予想が困難であります。従いまして、連結業績予想につきましては現時点では
未定とさせていただき、今後、予想が可能になりました時点で速やかに開示させていただ
きます。
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平成23年12月期 第1四半期決算 連結業績

▲ 3,304

▲ 187

▲ 108

25,361

平成23年
第1四半期

▲ 3,567

▲ 410

▲ 378

▲ 1,021

前年同期比較

263

223

270

26,382

平成22年
第1四半期

四半期純利益

経常利益

営業利益

売上高

≪参考値：売上高・営業利益・経常利益・当四半期純利益推移≫

▲ 419

▲ 36

▲ 75

27,575

平成21年
第1四半期

▲ 108270145965営業利益

263

223

26,382

平成22年
第1四半期

▲ 3,304▲ 472477四半期純利益

▲ 1871601,048経常利益

29,067

平成20年
第1四半期

25,36128,271売上高

平成23年
第1四半期

平成19年
第1四半期

【単位：百万円】

東日本大震災の影響により購買意欲が減退するなど経営環境が悪化
「資産除去債務に関する会計基準」の適用に伴い四半期純損失を計上

東日本大震災の影響により購買意欲が減退するなど経営環境が悪化
「資産除去債務に関する会計基準」の適用に伴い四半期純損失を計上
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セグメント別 売上高・経常利益

＋ 23＋ 923475857850その他

▲ 26▲ 14135221098食品事業

▲ 76＋ 5763,306▲ 703,363ホテル事業

▲ 1,021

―

＋ 109

▲ 548

▲ 716

外部売上高

223

▲ 860

286

437

183

経常利益

26,382

―

1,530

7,062

13,701

外部売上高

平成22年第1四半期

▲ 187

▲ 867

291

273

17

経常利益

25,361

―

1,639

6,514

12,985

外部売上高

平成23年第1四半期

▲ 7全社費用

前年同期比較
実績

▲ 410

＋ 5

▲ 164

▲ 166

経常利益

合計

機内食事業

コントラクト事業

外食事業

【単位：百万円】

当初は各セグメントとも堅調に推移していたものの震災の影響により失速
機内食事業については震災後３月末までプラス・マイナス両方の影響あり

当初は各セグメントとも堅調に推移していたものの震災の影響により失速
機内食事業については震災後３月末までプラス・マイナス両方の影響あり
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外食事業
【単位：百万円】

てんや３店舗出店、価格競争の影響が継続▲ 125▲ 114てんや事業

17

▲ 51

＋ 10

183

経常利益

12,985平成23年第1四半期

Rose Bakery日本進出、シェーキーズ１店舗出店▲ 306その他外食事業

次世代モデルへの改装28店舗、創業40周年▲ 297ロイヤルホスト事業

13,701平成22年第1四半期
備考

外部売上高【外食事業】

当初は来客動向の持ち直しも見られたが、震災の影響により一部で営業休止・時間短縮を実施
消費者の外食頻度の低下もあり、減収（▲716百万円）・減益（▲166百万円）

当初は来客動向の持ち直しも見られたが、震災の影響により一部で営業休止・時間短縮を実施
消費者の外食頻度の低下もあり、減収（▲716百万円）・減益（▲166百万円）



6

コントラクト事業

当初は来客数が堅調に推移していたが、震災の影響により一部店舗で営業休止
来客数も減少したことから、減収（▲548百万円）・減益（▲164百万円）

当初は来客数が堅調に推移していたが、震災の影響により一部店舗で営業休止
来客数も減少したことから、減収（▲548百万円）・減益（▲164百万円）

273

▲ 164

437

経常利益

6,514平成23年第1四半期

空港ターミナルビルと百貨店における来客数減少▲ 548変動分

7,062平成22年第1四半期
備考

外部売上高【コントラクト事業】

【単位：百万円】

【事業紹介】

連結子会社ロイヤル空港高速フードサービス㈱、ロイヤルコントラクトサービス㈱、セントレスタ㈱が、法人か
らの委託等により、空港ターミナルビル、高速道路サービスエリア、大型商業施設、オフィスビル、介護施設、
百貨店、ゴルフ場等において、それぞれの立地特性に合わせた多種多様な飲食業態を展開しております。
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機内食事業

291

＋ 5

286

経常利益

1,639平成23年第1四半期

高い競争力を維持＋ 109変動分

1,530平成22年第1四半期
備考

外部売上高【機内食事業】

アジア方面を中心とした国際線への搭載が堅調推移したほか、震災直後に
在日外国人の国外退去が集中し、増収（＋109百万円）・増益（＋5百万円）

アジア方面を中心とした国際線への搭載が堅調推移したほか、震災直後に
在日外国人の国外退去が集中し、増収（＋109百万円）・増益（＋5百万円）

【単位：百万円】

16,64616,857

884

841

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成22年第１四半期 平成23年第１四半期
0
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搭載便数（便） 搭載食数（千食）

搭載便数・搭載食数比較 搭載食数(千食)搭載便数(便)
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ホテル事業

平成22年以降開業の２ホテルの前年同期差

震災直後東北地方の６ホテルが一時営業休止

▲ 67＋ 118新規開業効果※

▲ 70

▲ 9

6

経常利益

※平成23年開業費用、改修費用合計:42百万円3,363平成23年第1四半期

▲ 61既存店増減分※

3,306平成22年第1四半期
備考

外部売上高【ホテル事業】

予約販売方法拡充や外国人旅行客向け営業の強化により客室稼働率は堅調推移していたが
震災の影響により東北地方で一時営業休止あり、増収（＋57百万円）・減益（▲76百万円）

予約販売方法拡充や外国人旅行客向け営業の強化により客室稼働率は堅調推移していたが
震災の影響により東北地方で一時営業休止あり、増収（＋57百万円）・減益（▲76百万円）

【単位：百万円】

5,792 5,992

74.2%77.3%

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成22年第１四半期 平成23年第１四半期
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期末客室数 既存店客室稼働率

期末客室数・既存店平均客室稼働率推移（新店を除く）
期末
客室数

客室
稼働率

平成22年以降開業実績

193平成22年12月１日リッチモンドホテル宇都宮駅前Annex

200平成23年３月1日リッチモンドホテル福山駅前

室数開業日ホテル名

直営
28ホテル

直営
30ホテル

リッチモンドホテル福山駅前
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注意事項

本資料に関する問い合わせ先 ：

ロイヤルホールディングス株式会社 財務企画部

電話 ： 03-5707-8873 藤岡 ／ 鹿又（かのまた）

･ 本資料に記載している売上高には、その他の営業収入を含めております。

･ 本資料に記載している営業利益・経常利益・四半期純利益については、
それぞれ営業損失・経常損失・四半期純損失の場合に▲で表示しており
ます。

･ 本資料に記載している平成22年12月期第１四半期の情報は、参考値とし
て現在の事業セグメントに基づき再集計しております。


